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1. 2022年3月期第2四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第2四半期 10,817 20.6 △283 ― △217 ― △140 ―

2021年3月期第2四半期 8,969 △10.6 △845 ― △790 ― △677 ―

（注）包括利益 2022年3月期第2四半期　　△36百万円 （―％） 2021年3月期第2四半期　　△634百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第2四半期 △14.11 ―

2021年3月期第2四半期 △68.28 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年3月期第2四半期 34,823 24,548 70.5

2021年3月期 36,110 24,971 69.2

（参考）自己資本 2022年3月期第2四半期 24,548百万円 2021年3月期 24,971百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 0.00 ― 40.00 40.00

2022年3月期 ― 0.00

2022年3月期（予想） ― 10.00 10.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 24,200 11.5 200 ― 300 ― 250 △95.2 25.16

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料P.7「会計方針の変更に関する注記」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期2Q 10,080,344 株 2021年3月期 10,080,344 株

② 期末自己株式数 2022年3月期2Q 144,250 株 2021年3月期 157,111 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期2Q 9,929,724 株 2021年3月期2Q 9,918,117 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定等
については、添付資料P.2「当四半期決算に関する定性的情報」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

(1) 経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響により、経済活動の制限が継

続される中、企業の生産活動や設備投資には持ち直しの動きがみられたものの、先行きは不透明な状況が続きまし

た。

このような状況の中、当社グループでは引き続き感染防止策を講じながら事業活動を継続し、お客様への商品・サ

ービスの供給に努め、売上の回復を図ってきました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、10,817百万円で前年同期に比べ20.6％の増収となりました。利

益面では営業損失283百万円（前年同期845百万円の損失）、経常損失217百万円（前年同期790百万円の損失）、親会

社株主に帰属する四半期純損失は140百万円（前年同期677百万円の損失）となりました。

セグメントごとの状況については、次のとおりです。

（情報通信事業）

情報通信事業においては、主力製品であるビジネスホンと生産子会社における受託生産の売上高が増加したことに

より、事業全体の売上高は8,520百万円で前年同期に比べ25.6％の増収となりました。セグメント損益は売上高の増

加に伴い、518百万円の利益（前年同期21百万円の損失）となりました。

（印刷システム事業）

印刷システム事業においては、主に印刷関連機器及びコロナ禍の市場低迷による消耗品の売上高が減少したことに

より、事業全体の売上高は780百万円で前年同期に比べ7.2％の減収となりました。セグメント損益は売上高の減少に

伴い、122百万円の損失（前年同期97百万円の損失）となりました。

（電子計測事業）

電子計測事業においては、主にパワーエレクトロニクス関連の売上高が増加したことにより、事業全体の売上高は

1,305百万円で前年同期に比べ15.2％の増収となりました。セグメント損益は売上高が増加したことにより、12百万

円の利益（前年同期81百万円の損失）となりました。

（不動産事業）

不動産事業においては、事業全体の売上高は211百万円で前年同期に比べ0.2％の減収となりました。セグメント損

益は新たに取得した収益物件の償却費負担により、30百万円の利益（前年同期93百万円の利益）となりました。

(2) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年３月期の連結業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づいておりますが、実際の数値は今後

様々な要因により、予想数値と異なる可能性があります。特に世界的な半導体不足により、当社主力商品の部品調達

に遅延が発生した場合、その影響を受ける可能性があります。現時点においては、2021年５月14日に公表しました通

期の業績予想から変更はありません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,536 5,764

受取手形 865 908

売掛金 4,815 3,445

商品及び製品 1,464 1,557

仕掛品 774 843

原材料及び貯蔵品 2,397 2,541

その他 441 170

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 16,295 15,230

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,475 5,416

土地 10,007 10,030

その他（純額） 1,318 1,199

有形固定資産合計 16,802 16,646

無形固定資産

ソフトウエア 1,210 1,057

その他 45 45

無形固定資産合計 1,256 1,102

投資その他の資産

投資有価証券 1,288 1,378

その他 502 502

貸倒引当金 △35 △37

投資その他の資産合計 1,756 1,843

固定資産合計 19,815 19,592

資産合計 36,110 34,823

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

(1) 四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,911 1,331

短期借入金 80 80

賞与引当金 516 511

製品保証引当金 62 60

その他 1,684 1,552

流動負債合計 4,254 3,536

固定負債

繰延税金負債 3,240 3,247

株式給付引当金 58 53

退職給付に係る負債 3,035 2,876

その他 550 560

固定負債合計 6,885 6,738

負債合計 11,139 10,274

純資産の部

株主資本

資本金 6,025 6,025

資本剰余金 6,948 6,948

利益剰余金 11,776 11,241

自己株式 △147 △137

株主資本合計 24,603 24,077

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 268 328

為替換算調整勘定 △130 △116

退職給付に係る調整累計額 229 258

その他の包括利益累計額合計 367 471

純資産合計 24,971 24,548

負債純資産合計 36,110 34,823
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（単位：百万円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年９月30日)

売上収益 8,969 10,817

売上原価 5,970 7,332

売上総利益 2,999 3,484

販売費及び一般管理費 3,844 3,767

営業損失（△） △845 △283

営業外収益

受取利息 4 1

受取配当金 24 24

受取地代家賃 19 18

出資金運用益 － 17

その他 25 17

営業外収益合計 73 80

営業外費用

支払利息 1 1

売上割引 4 －

固定資産除却損 0 6

出資金運用損 7 －

その他 4 6

営業外費用合計 18 14

経常損失（△） △790 △217

特別利益

補助金収入 129 64

特別利益合計 129 64

特別損失

投資有価証券評価損 3 －

特別損失合計 3 －

税金等調整前四半期純損失（△） △664 △153

法人税、住民税及び事業税 21 24

法人税等調整額 △8 △38

法人税等合計 12 △13

四半期純損失（△） △677 △140

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △677 △140

(2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間
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（単位：百万円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年９月30日)

四半期純損失（△） △677 △140

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 64 59

為替換算調整勘定 △30 13

退職給付に係る調整額 9 29

その他の包括利益合計 43 103

四半期包括利益 △634 △36

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △634 △36

四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間
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(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項

継続企業の前提に関する注記

該当事項はありません。

会計方針の変更に関する注記

収益認識に関する会計基準等の適用

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」といいま

す。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、

当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしました。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しています。

この結果、当第２四半期連結累計期間の利益剰余金の当期首残高は１百万円増加しています。なお、当第２四半

期連結累計期間の損益に与える影響は軽微です。

また、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める経過

的な取扱いに従って、前第２四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載してい

ません。

株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

該当事項はありません。

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額

四半期連結
損益計算書

計上額情報通信 印刷システム 電子計測 不動産

売上収益

外部顧客への売上高 6,784 840 1,133 211 － 8,969

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － － －

計 6,784 840 1,133 211 － 8,969

セグメント利益又は損
失（△）

△21 △97 △81 93 △737 △845

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額

四半期連結
損益計算書

計上額情報通信 印刷システム 電子計測 不動産

売上収益

外部顧客への売上高 8,520 780 1,305 211 － 10,817

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － － － －

計 8,520 780 1,305 211 － 10,817

セグメント利益又は損
失（△）

518 △122 12 30 △721 △283

セグメント情報

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

前第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

（注）１．セグメント損益の調整額△737百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△737百万円が含

まれています。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費です。

２．セグメント損益は、四半期連結損益計算書の営業損益と調整を行っています。

当第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

（注）１．セグメント損益の調整額△721百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△721百万円が含

まれています。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費です。

２．セグメント損益は、四半期連結損益計算書の営業損益と調整を行っています。
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